






コロナ禍後の教育を考えよう

押谷　由夫

　令和５年５月８日に、厚生労働省は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置

づけを、「２類相当」から季節性インフルエンザと同様の「５類」に移行しました。こ

のことから、厳しい措置が取られていた状況が緩和され、徐々に、以前の状況に戻され

つつあります。学校現場においては、コロナ禍後の教育についての対応が求められてい

ます。来年度はそのことが一層進むと考えられます。

　そのようなときに、特に留意したいことについて、考えてみましょう。

　コロナ禍を経験した子どもたちの実態

　まず、留意する必要があるのは、コロナ禍を体験した子どもたちが全員であるという

ことです。来年小学校に入学する子どもたちも幼稚園や保育所、こども園での生活の中

で体験しています。この時期に生きていた子どもたちは、コロナ禍の体験を背負って生

きることになります。その子どもたちにどのような対応をするのかを根幹に置きながら、

コロナ禍後の教育を考える必要があります。

　では、コロナ禍で子どもたちはどのような体験をしたのでしょうか。

令和２年の３月からの約３か月間、学校が臨時休業になりました。年度末、年度初めの

大切な時期に学校に来られず、悲しい体験もしました。その間、先生方の献身的な取り組

みや教育委員会等の取り組みによって、今までしたことがなかった体験もしました。学校

が再開されて、学校や学級になじんだり、授業の遅れを取り戻すためのさまざまな取り

組みも体験したりしました。　

　学校生活は３密の回避が徹底され、毎日の検査が厳密に行われ、日常生活が大幅に制

限されました。友達と顔を突き合わせながら話し合ったり、考えたり、体験したりする

ことがなくなりました。また、家庭生活においても、接触に気を使い、特に祖父母との

交流は避けざるを得ませんでした。

　このような中で、子どもたちは、日々の生活を積み重ねていったのです。その結果は

どうであったか。不登校の子どもたちが増えていることや、いじめの件数も増えている

ことが報告されています。また、授業に集中できない子どもたちや無気力な子どもたち、

人間関係に悩む子どもたちの実態も指摘されています。

　コロナ禍は、子どもたちに大変な試練を課したことは事実ですし、その中で、さまざ

まな事態が生じていることも事実です。コロナ禍を体験した子どもたちは、その体験を

もち続けて生きなければなりません。マイナス面を補充し、これからの自らの人生を豊

かにし、平和で幸せな社会を創っていかなければならないのです。

　コロナ禍を乗り越え、これからを力強く生きる力を

　子どもたちは、このような未曽有の事態を乗り越え今を生きています。子どもたちは

頑張ったのです。まずは、そのことを認め、ほめてあげようではありませんか。
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　道徳教育の充実に向けた推進協議会での委員さんの発言より

学校・家庭・地域社会で豊かな心を育む

滋賀県道徳教育推進協議会

　最初は、「道徳」という言葉が難しいと感じた。道徳は答えが一

つではなく、いろいろな意見があっていいということ、先生が答え

を求めるのではなく、引き出す役をするということが分かった。子

どもたち自身が、自分の成長につながっているのだと思えることが

大事になってくると感じた。

　幼稚園でも同じと思える教科は道徳だと思っ

た。幼児期で育んでいることが中学校までつな

がっている。学級の中で自分を出せるかという

のは、幼児期の遊びの中でも同じである。教師

が子どもたちに気付いてほしいと思うことに立

ち止まって考えさせることも大事にしている。

子どもたちに響く言葉を大切にしていきたい。

　道徳の授業は子どもたちに気付きを与えても

らっているのでありがたい。子どもたちが学校

で道徳の授業をしていても親にまで伝わってこ

ない。子どもたちが変わっていくことで大人が

変わっていけるとよいと思う。本当に変わらな

いといけないのは大人の方だと感じる。

　道徳は、知識も大切だが、

子どもたちの姿から学ぶこと

もある。道徳で友だちの考え

を聞こうということを大切に

したら、教科でも大切にでき

る。実践や体験につながって

いくとよいと思う。

　こんなことを言えばいいだ

ろうというものが生徒にもあ

ると思う。自分事として考え

話すために、何を言っても大

丈夫という安心感のある学級

であることが大切だと感じた。

　道徳は、どんなに研究して

いっても終わりがあるわけで

はない。何のために道徳の勉

強をしているのかな、自分は

どう変われるのかなというこ

とを児童がめあてをもって学

習するにはどうしたらよいの

か研究を進めたい。
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